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【方法】本研究は，福島大学動物実験委員会の承認を受けて行った。実験にはオスの SD (Sprague-Dawley) 
ラット 6 匹（週齢 8 週〜16 週、体重 290 g〜530 g）を使用した。ラットの腹部大動脈にテレメトリー方式
の圧トランスデューサーのカテーテルの先端（直径 0.4 mm）を刺入・固定し、頭骨に脳波電極、頚筋に筋
電電極を埋め込み、脳定位装置へ固定するための U 字プレートを頭骨上に設置した。手術から回復後、頭
部を U 字プレートで固定し、無麻酔下でガラス管（先端径 30 µm）によってケタミン（5 mg/mL）0.2 µL を
0.2 µL/min の流速で注入し、脳波と筋活動で動物の状態を確認しながら血圧を測定した。実験後、Pontamine 
Sky Blue で注入部位を同定した。 
 
【結果】扁桃体基底外側核、中心核、傍梨状核へのケタミン注入によって血圧の上昇が認められた。反応
があった 9 回の反応において、平均潜時 229.0±43.6 秒で血圧上昇が始まり、上昇開始 177.6±28.4 秒後に
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